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編集後記 ～学力調査結果分析を通して～

「義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校にお

ける児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組

を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。」（「平成29年度全国学力・

学習状況調査に関する実施要領」より）ことを目的に実施されている全国学力・学習状況調

査は、平成29年度には10回目となり、この間、本調査が果たしてきた成果は報道等でも明ら

かにされてきたところです。

奈良県では、全国学力・学習状況調査の実施に併せて、平成27年度から県独自の学力・学

習状況調査を、小学校第４学年及び中学校第１学年を対象に実施してまいりました。本年度

は、平成27年度に小学校第４学年、中学校第１学年であった児童生徒が、小学校第６学年、

中学校第３学年となり、全国学力・学習状況調査の対象となったことから、この同一学年集

団の変容と３年間の教育活動の有り様を検証するため、奈良県立教育研究所に学力調査結果

分析プロジェクト・チームを設置し、分析を進めてまいりました。

本書『明日からの授業を創る』は、奈良教育大学の全面的な御支援、御協力の下、小柳和

喜雄教授、棚橋尚子教授、舟橋友香准教授の御指導を仰ぎ、取りまとめたものです。本書が

「明日からの授業を創る」教職員の皆様の一助となることを願っています。

また、本プロジェクトでは、調査結果のデータ分析だけでなく、学力向上が顕著な学校へ

の聞き取り調査も実施いたしました。聞き取り調査に御協力いただいた学校及び市町村教育

委員会の皆様にも深く感謝するところです。聞き取り調査協力校においては、学力向上に関

する取組はもとより、体力向上についても、小学校３校中２校が全学年で体力テストを実施

し学校全体の状況の把握に努めているほか、中学校については３校ともに体力合計点が県平

均を上回っているなど、紙面では紹介し尽くせない取組を行っておられました。体力向上に

関する詳細については、別の機会に譲りたいと思いますが、これらの学校の特色ある取組が、

県内各学校の参考となることを願っています。

最後になりましたが、奈良教育大学 小柳和喜雄先生、棚橋尚子先生、舟橋友香先生に心

からお礼申し上げます。

平成30年２月

奈良県立教育研究所副所長

石 井 宏 典
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